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はじめに

ここでは、このマニュアルの対象読者、構成、および表記法について説明します。また、他のマ

ニュアルの入手方法についても説明します。

ここでは、次の項について説明します。

•対象読者, on page iii
•表記法, on page iii
•略語の一覧, on page iv
•関連資料, on page v
•通信、サービス、およびその他の情報, on page v

対象読者
このドキュメントは、Cisco Spaces：Smart Workspacesアカウントの有効化の担当者を対象として
います。このドキュメントの対象者は、主に次のとおりです。

•ハイブリッドワーク体験を有効にできる Cisco Spacesアカウント管理者

•従業員体験を向上させるためにワークスペース施設を改善できるビル管理者

• Smart Workspacesを展開する ITおよびネットワーク管理者

• WebexおよびMerakiテクノロジーの設定を担当するシステム管理者

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。
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Table 1:表記法

説明表記法

コマンド、キーワード、およびユーザーが入力するテキストは太

字で記載されます。

コマンド、コマンドオプションおよびキーワードは太字で示し

ています。

太字フォント

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザーが値

を指定する引数は、イタリック体で示しています。

イタリック体

GUIの一連のメニュー手順を説明するために使用されます。[Option] > [Option]

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法も使用しています。

次の情報に、役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料が含まれていることを意味します。Note

「問題解決に役立つ情報」です。Tip

注意が必要であることを意味します。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が

記述されています。

Caution

略語の一覧
Table 2:略語の一覧

説明略語

Bluetooth Low EnergyBLE

受信信号強度インジケータRSSI

Service Set IdentifierSSID

汎用一意識別子UUID
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関連資料
• Release Notes for Cisco Spaces

• Cisco Spacesコンフィギュレーションガイド

• Cisco Spacesに関するすべてのサポートドキュメント

Cisco Spacesソリューションの詳細については、https://cisco.com/go/spacesに移動してください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップして
ください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services [英語]にアクセスして
ください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、お
よびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Press [英語]
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセスして
ください。

シスコバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに関
する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインドキュ

メントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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C H A P T E R 1
Cisco Spaces：Smart Workspacesの概要

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューションでは、Space Experienceや Space Managerなどの
アプリケーションを通じて、オフィス施設のハイブリッドワークが可能になります。このソリュー

ションは、従業員と施設マネージャの両方に、迅速かつ簡単なオンボーディング体験を提供しま

す。

• Space Managerアプリケーションでは、会議室の収容人数や空き状況などのリアルタイムの
占有率データにアクセスできます。また、このアプリケーションでは、周囲の温度、湿度、

電波品質、ノイズなどの環境関連のテレメトリも表示されます。

• Space Experienceアプリケーションを使用すると、Cisco Spacesを通じて建物やフロア全体の
サイネージを有効にすることができます。
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•ライセンス要件, on page 2

ライセンス要件
Space Experienceと Space Managerの両方のアプリケーションが、次のライセンスタイプに紐付
けられています。

• ACT（UIでは [Advantage]と表示）

• UNLIMITED

• PREMIER_W

• PREMIER_CW
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C H A P T E R 2
Space Manager

• Space Managerの概要, on page 3
•デバイスの管理, on page 5
•部屋の管理, on page 6
•ユーザーの管理, on page 15

Space Managerの概要
Space Managerアプリケーションを使用すると、施設マネージャは、Cisco Meraki、Cisco IoTデバ
イスおよびセンサーなどの統合デバイスをワークスペースで設定し、会議室の収容人数や空き状

況などのリアルタイムの使用状況データにアクセスすることができます。
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Figure 1: Space Manager

また、このアプリケーションでは、周囲の温度、湿度、空気質、ノイズなどの環境関連のテレメ

トリも、会議室、フロア、または建物の 3Dデジタルマップに表示されます。

• [デバイス（Devices）]セクションでは、設定されたデバイスとそのテレメトリの詳細をデジ
タルマップに表示できます。

• [部屋の管理（Manage Rooms）]セクションでは、設定された会議室の数とその詳細、例えば
関連付けられているデバイスの数などを表示できます。選択した会議室のデバイスを追加ま

たは削除することもできます。
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• [User Management]セクションでは、すべての Space Managerユーザーと割り当てられたロー
ルのリストを表示できます。また、特定のキャンパス、Meraki組織、建物、またはネットワー
クにユーザーを招待するオプションもあります。

Space Managerアプリケーションは、次のライセンスタイプに関連付けられています。

• ACT（UIでは [Advantage]と表示）

• UNLIMITED

• PREMIER_W

• PREMIER_CW

Figure 2: Space Managerアプリケーション

デバイスの管理

Procedure

Step 1 Cisco Spacesで、[ダッシュボード（Dashboard）] > [Space Manager]を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

Step 2 左側のペインで、[Devices]をクリックします。

Step 3 フィルタオプションのドロップダウンリストから、建物とフロアを選択します。

Step 4 以下のデバイスの詳細を表示します。
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• Total Devices

• Catalyst

• BLE

• Meraki

Figure 3:デバイス

部屋の管理
Space Managerアプリケーションの [部屋の管理（Manage Rooms）]ページで、建物またはフロア
内のさまざまな部屋に関する情報を表示できます。

選択した部屋について、[キャパシティ（Capacity）]および [タグ（Tags）]のメタデータを部屋の
詳細に追加して、追加情報を確認できます。これらの変更は、ユーザーが部屋をより効率的に管

理できるようにすることを目的としています。

Procedure

Step 1 Cisco Spacesで、[ダッシュボード（Dashboard）] > [Space Manager]を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。
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Step 2 左側ペインで、[部屋の管理（Manage Rooms）]をクリックします。

Figure 4:部屋の管理

Step 3 [部屋の管理（Manage Rooms）]ページに、設定済みの部屋の一覧を含むテーブルが表示されます。

次のパラメータに関する設定情報を表示できます。

• Webexワークスペース

•人感センサー

•カレンダー

•センサー

[検索（Search）]フィールドを使用して、会議室を検索します。

Step 4 フィルタオプションのドロップダウンリストから、建物とフロアを選択します。

Step 5 レコードをフィルタ処理するには、次のドロップダウンリストのいずれかをクリックします。

• [センサー別（By Sensor）]：必要なセンサーフィルタオプションを選択します。

• [Webex別（By Webex）]：必要なフィルタオプションを選択します。

• [予定表別（By calendar）]：必要なフィルタオプションを選択します。

Step 6 [エクスポート（Export）]をクリックして、部屋の詳細を CSV形式でエクスポートします。

Step 7 必要に応じて以下を実行します。
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•これらのパラメータのいずれかを編集するには、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。

• 3つのドットをクリックすると、[IoTセンサーの追加（Add IoT Sensors）]および [Webexワークスペー
スの切断（Disconnect Webex Workspace）]オプションが表示されます。

[IoTセンサーの追加（Add IoT Sensors）]をクリックして、センサーデバイスを追加します。詳細につ
いては、IoTセンサーの追加, on page 11を参照してください。

• [設定（Settings）]アイコンをクリックして、表示オプションをリセットまたはフィルタ処理します。
詳細については、テーブルの設定, on page 13を参照してください。

Step 8 部屋をクリックすると、デジタルマップ、追加されたセンサー、およびその他の関連情報に基づいて、部

屋のメタデータの概要が表示されます。

左側のペインには、以下のオプションが表示されます。

•部屋の詳細

• IoTセンサー

•カレンダー

•占有率

Figure 5:部屋の詳細

Step 9 [部屋の詳細（Room Details）]セクションでは、選択した部屋に関する次の操作を実行できます。
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a) [キャパシティ（Capacity）]フィールドに収容人数を入力します。
b) 使用可能なタグのリストを表示するには、[タグ（Tags）]フィールドをクリックします。
c) 必要なタグのチェックボックスをオンにします。
d) [Save]をクリックします。

Figure 6:部屋の詳細

Step 10 [IoTセンサー（IoT Sensor）]セクションで、[IoTセンサーの追加（Add IoT Sensor(s)）]をクリックして、
選択した部屋に IoTセンサーデバイスを関連付けます。
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Figure 7: IoTセンサー

Step 11 [予定表（Calendar）]セクションで、[予定表の選択（Select Calendar）]ドロップダウンリストから、予定
表を選択してリンクし、予定表イベントを読み取ります。

Figure 8:カレンダー

Step 12 [使用状況（Occupancy）]セクションで、プライマリデバイスの使用状況ステータスを更新します。
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Figure 9:占有率

a) [使用状況デバイス（Occupancy Device）]ドロップダウンリストからデバイスを選択します。
b) [使用状況タイプ（Occupancy Type）]を選択します。次のオプションがあります。

•プレゼンス +人数

•人数

•プレゼンス

Step 13 [保存（Save）]をクリックして更新内容を保存します。

IoTセンサーの追加
[IoTセンサーの追加（Add IoT Sensor(s)）]ページで、管理者は、使用可能な IoTセンサーデバイ
スを選択した部屋に関連付けることができます。このページには、ワークスペースの近隣で使用

可能なすべてのデバイスが表示されます。

Procedure

Step 1 [IoTセンサーの追加（Add IoT Sensor(s)）]ページで、必要なデバイスタイルの横にあるチェックボックスを
オンにします。
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Figure 10: IoTセンサーの追加

Step 2 選択したデバイスについて、下矢印をクリックして詳細を表示します。

•参照先

•センサータイプ

• MACアドレス（MAC Address）

Step 3 左側パネルの上部で、以下のフィルタオプションを使用して、使用可能なデバイスのリストを絞り込むこと

ができます。

a) [検索（Search）]フィールドを使用して、名前または識別子でデバイスを検索できます。
b) [デバイスタイプ（Device Type）]ドロップダウンリストから、[有線（Wired）]または [BLE]を選択し
て、カテゴリ別にデバイスをフィルタ処理します。

c) [センサー（Sensors）]ドロップダウンリストから、必要なセンサー関連デバイスオプションを選択して
表示を絞り込みます。

次のオプションがあります。

•湿度

• AQI

•天気

•温度

• CO2
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•プレゼンス

Step 4 ロケーションのフロアマップを設定します。

Step 5 [Save]をクリックします。

テーブルの設定

テーブルの設定を使用すると、行の間隔を調整し、表示する列を選択し、列の順序を調整するこ

とで、テーブルの外観とレイアウトをカスタマイズできます。

[テーブルの設定（Table Settings）]にアクセスするには、[部屋の管理（Manage Rooms）]ウィン
ドウの [設定（Settings）]アイコンをクリックします。

Figure 11:テーブルの設定
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[テーブルの設定（Table Settings）]スライドインウィンドウでは、次のアクションを実行できま
す。

テーブル密度の変更

[テーブル密度（Table density）]エリアで、テーブル内の行の表示間隔を選択します。次のオプ
ションがあります。

• [最小（Condensed）]：間隔を詰めてより多くの行を表示します。

• [コンパクト（Compact）]：バランスのとれた間隔で表示します。

• [快適（Comfy）]：読みやすくするためにパディングを追加します。

• [最大（Spacious）]：読みやすさを最大化するために最も広い間隔で表示します。

列の表示/非表示

[列の設定（Column settings）]で、チェックボックスを使用して列の可視性を制御します。

•列を表示するには、チェックボックスをオンにします。

•列を非表示にするには、チェックボックスをオフにします。

利用可能なオプションは下記の通りです。

•容量

• IoTセンサー（IoT Sensors）

•人感センサー（Occupancy Sensor）

•カレンダー（Calendar）

[部屋（Room）]列は必須であり、非表示にすることはできません。Note

列の順序変更

[列の設定（Column settings）]では、ドラッグハンドル（グリップアイコン）を使用して列をド
ラッグし、順序を変更できます。変更の適用後、新しい列の配置を反映してテーブルが更新され

ます。

変更内容の保存または破棄

設定パネルの下部で、以下をクリックできます。

• [適用（Apply）]：変更を保存し、テーブルを更新します。

• [キャンセル（Cancel）]：保存せずにパネルを閉じます。
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• [デフォルトにリセット（Reset to default）]：密度、列、および列の順序に関するデフォルト
の設定を復元します。

ユーザーの管理

Procedure

Step 1 Cisco Spacesで、[ダッシュボード（Dashboard）] > [Space Manager]を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

Step 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[User Management]をクリックします。

[ユーザー管理（User Management）]が表示されます。

Figure 12:ユーザー管理

Step 3 [User Management]ウィンドウの [Users]タブをクリックします。

Step 4 Space Managerアプリケーションを使用するために他の Cisco Spacesユーザーを招待するには、[Invite User]
をクリックします。

Step 5 以下のパラメータを指定します。

a) ユーザーの Cisco Spacesアカウントに関連付けられている電子メールアドレスを入力します。
b) ユーザーのアクセス権限に応じたロールを選択します。[Read Write User]（フルアクセス）または [Read

Only User]（読み取り専用アクセス）を選択できます。
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Note
Space Managerで使用可能なユーザーロールを表示するには、[ユーザー管理（User Management）]ウィ
ンドウの [ロール（Roles）]タブをクリックします。

•ユーザーのアクセス権限に応じたロール。[Read Write User]（フルアクセス）または [Read Only User]
（読み取り専用アクセス）を選択できます。

• Cisco Spacesで使用可能な [Location Hierarchy]からのロケーション。すべての場所を表示するには、
[場所の選択（Choose Locations）]をクリックします。

Step 6 [Send Invitation]をクリックします。

Step 7 既存のユーザーを削除するには、[Users]テーブルで、目的のユーザーを選択して [Delete]をクリックしま
す。

[Users]テーブルが表示され、使用可能なユーザーと割り当てられたロールが一覧表示されます。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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C H A P T E R 3
Space Experience

• Space Experienceの概要, on page 17
•サイネージデバイスの管理, on page 19
•ユーザーの管理, on page 27

Space Experienceの概要
Space Experienceアプリケーションでは、Cisco Spacesを使用して、職場の会議室、フロア、およ
び建物全体でデジタルサイネージのオンボード、設定、および管理を行うことができます。

このアプリケーションを使用して、Cisco Webexのサイネージと Cisco Webex以外のサイネージで
テレメトリパラメータを設定して公開することもできます。これらの更新は、それぞれのサイネー

ジに自動通知されます。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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Figure 13: Space Experience

Space Experienceアプリケーションは、次のライセンスタイプに関連付けられています。

• ACT（UIでは [Advantage]と表示）

• UNLIMITED

• PREMIER_W

• PREMIER_CW

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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サイネージデバイスの管理

Procedure

Step 1 Cisco Spacesで、[ダッシュボード（Dashboard）] > [Space Experience]を選択します。
[Space Experience]ウィンドウが表示されます。

Step 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[マイサイネージ（My Signages）]をクリックします。

Step 3 [非Webexデバイス（Non-Webex Devices）]タブをクリックします。

Step 4 サイネージ固有の手順については、トピック「Webex以外のサイネージのセットアップ, on page 19」記載の
手順に従ってください。

Webex以外のサイネージのセットアップ
このタスクでは、Space Experienceアプリケーションを使用して非Webexデバイスを設定し、サ
イネージで Cisco Smart Workspacesをアクティブ化する方法について説明します。

非Webexデバイスで実行されるテストは限定的で、シスコではそれらのデバイスの互換性を認定
していません。デバイスのブラウザまたはサイネージアプリケーションがWebGLをサポートし
ていることを確認します。WebGLリンクにアクセスして、互換性を確認できます。これは独自開
発オプションであり、ユーザーが自分でテスト、メンテナンス、およびモニタリングを行う必要

があります。一部のサイネージディスプレイでは、Cisco SpacesサイネージWebアプリケーショ
ンをロードするために、Room Kit Mini、ミニ PC、または統合ブラウザやサイネージアプリケー
ションを搭載した別のコンピュータなどのホストデバイスが必要である場合があります。

Note

Procedure

Step 1 Cisco Spacesで、[ダッシュボード（Dashboard）] > [Space Experience]を選択します。
[Space Experience]ウィンドウが表示されます。

Step 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[マイサイネージ（My Signages）]をクリックします。

Step 3 [マイサイネージ（My Signages）]ページで、[非Webexデバイス（Non-Webex Devices）]タブをクリックしま
す。

[サイネージ（Signages）]テーブルが表示され、既存の非Webexサイネージとそのロケーションが一覧表示
されます。[検索（Search）]フィールドを使用して、サイネージを検索します。

Step 4 フィルタオプションのドロップダウンリストから、建物とフロアを選択します。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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Figure 14: Space Experienceアプリケーション

Step 5 非Webexサイネージのアクティベーションコードを生成するには、[アクティベーションURLの表示（View
Activation URL）]をクリックします。

Step 6 サイネージをアクティブにするには、ブラウザでこの URLをコピーして、サイネージに対して貼り付けま
す。

Step 7 [サイネージの追加（Add Signage）]をクリックして、新しいサイネージを追加します。
新しいサイネージが [マイサイネージ（My Signages）]ページに表示されます。

Step 8 新しいサイネージを設定するには、[設定（Configure）]をクリックし、画面に表示される指示に従います。

Step 9 （オプション）以下のアクションを実行します。

a) サイネージの横にあるチェックボックスをオンにし、[アクション（Actions）]ドロップダウンリストか
ら [削除（Delete）]を選択して、選択したサイネージを削除します。

b) サイネージの横にあるチェックボックスを選択し、[アクション（Actions）]列で [サイネージの編集（Edit
Signage）]をクリックして、サイネージの詳細を更新します。

サイネージの追加

このタスクでは、Space Experienceを使用して非Webexサイネージを追加する方法を示します。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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Procedure

Step 1 Space Experienceアプリケーションで、[マイサイネージ（My Signages）]タブをクリックします。

Step 2 [非Webexデバイス（Non-Webex Devices）]タブをクリックします。

Step 3 [サイネージの追加（Add Signage）]をクリックします。
[サイネージの追加（Add Signage）]ウィンドウが表示されます。

Figure 15:サイネージの追加

Step 4 次の詳細を入力します。

a) [アクティベーションコード（Activation Code）]フィールドに、アクティベーションコードを入力しま
す。

b) アクティベーションコードを表示できない場合は、[アクティベーションコードが表示されない場合（Can't
see the activation code?）]ドロップダウンをクリックして URLをコピーし、サイネージでWebブラウザ
を起動して URLを貼り付けます。
サイネージWebブラウザでアクティベーションコードが生成されます。

c) [サイネージに名前を付ける（Name your signage）]フィールドに、サイネージの新しい名前を入力しま
す。

Step 5 [Save]をクリックします。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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サイネージの設定

[サイネージの設定（Configure Signage）]ページを使用して、デジタルサイネージの表示を設定
し、建物/フロアビューで結果をリアルタイムでプレビューします。

Procedure

Step 1 新しいサイネージを設定するには、[設定（Configure）]をクリックします。

[建物ビュー（Building View）]と [フロアビュー（Floor View）]の 2つのタブがある [サイネージの設定
（Configure Signage）]ページが表示されます。

Step 2 [サイネージタイプとビュー（Signage type ＆ view）]エリアで、サイネージタイプとビューの詳細を設定し
ます。

a) サイネージタイプを選択します。オプションは、[インタラクティブ（Interactive）]と [非インタラクティ
ブ（Non Interactive）]です。

b) サイネージビューを選択します。オプションは [建物（Building）]と [フロア（Floor）]です。
c) [場所（Location）]ドロップダウンリストで、場所を選択します。
d) [緯度経度のオーバーライド（Override Lat Long）]チェックボックスをオンにして、値をオーバーライド
します。マップ上の場所の緯度と経度の値を入力します。これらの値は、[緯度経度のオーバーライド
（Override Lat Long）]オプションをオンにした場合は必須です。

e) [次へ（Next）]をクリックして次の手順に進みます。

Figure 16:ステップ1:サイネージのタイプと表示
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Step 3 [ウィジェットの設定（Configure Widgets）]エリアで、サイネージに表示するウィジェットのチェックボッ
クスをオンにします。

a) ウィジェットのチェックボックスのオプションを確認します。んゆう

• [使用状況（Occupancy）]：サイネージに使用状況ステータスと使用状況の傾向を表示します。

• [屋内空気質（Indoor Air Quality）]：サイネージに屋内空気室情報を表示します。

• [CO2レベル（CO2 Level）]：サイネージに CO2の測定値/インジケータレベルを表示します。

• [温度（Temperature）]：サイネージに温度を華氏または摂氏で表示します。

• [湿度（Humidity）]：サイネージに湿度情報を表示します。

• [対象ポイント（POI）（Point of Interest (POI)）]：サイネージに POI関連のコンテンツを表示しま
す。

Figure 17:ステップ 2：ウィジェットの設定 -建物ビュー

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューション連邦サポートガイド
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Figure 18:ステップ 2：ウィジェットの設定 -フロアビュー

b) [次へ（Next）]をクリックして次の手順に進みます。

Step 4 [デフォルトマップビューの設定（Set the default map view）]エリアで、使用可能なコントロールまたは右側
のペインを使用して、リッチマップのデフォルトの視点を変更します。

a) 次のマップビュー設定を構成します。

• [ピッチ（Pitch）]：矢印を使用して値を設定します。

• [方位角（Bearing）]：矢印を使用して値を設定します。

• [ズーム（Zoom）]：矢印を使用して値を設定します。

b) （オプション）設定済みのマップビュー設定をシステムのデフォルト値に戻すには、[デフォルトにリ
セット（Reset to defaults）]をクリックします。

c) [フロアのプレビュー（Preview Floor）]ドロップダウンリストから、フロアを選択します。
d) [マップロケーションの緯度（Map Location Latitude）]と [マップロケーションの経度（Map Location

Longitude）]の値を表示します。
e) [次へ（Next）]をクリックして次の手順に進みます。
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Figure 19:ステップ3:デフォルトのマップビューの設定

Step 5 [[現在の場所] 3Dキャラクターの設定（Configure 'Where am I?' 3D character）]エリアで、オプションの 3D
キャラクターを有効にして、リッチマップ上の位置を指定します。

a) [[現在の場所]の有効化（Enable 'Where Am I?'）]チェックボックスをオンにして、表示されているフロア
プランのサイネージに [現在の場所（You are here）]を表示します。

b) 3Dキャラクターの位置を変更したり回転したりするには、以下のコントロールを使用します。

次のオプションがあります。

•左に回転

•右に回転

•移動（4方向すべて）

c) （オプション）設定済みのマップビュー設定をシステムのデフォルト値に戻すには、[デフォルトにリ
セット（Reset to defaults）]をクリックします。

d) [次へ（Next）]をクリックして次の手順に進みます。
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Figure 20:ステップ4: [現在の場所] 3Dキャラクターの設定

Step 6 [確認と公開（Review and Publish）]エリアで、サイネージ設定を確認し、[公開（Publish）]をクリックしま
す。

Figure 21:ステップ5:確認と公開
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What to do next

サイネージの設定は公開されます。[マイサイネージ（My Signages）]ページにサイネージが表示
されます。[サイネージの編集（Edit Signage）]をクリックして、サイネージを更新および再公開
できます。

ユーザーの管理

Procedure

Step 1 Cisco Spacesで、[ダッシュボード（Dashboard）] > [Space Experience]を選択します。
[Space Experience]ウィンドウが表示されます。

Step 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[User Management]をクリックします。

Step 3 [User Management]ウィンドウの [Users]タブをクリックします。

Step 4 Space Experienceアプリケーションを使用するために他のCisco Spacesユーザーを招待するには、[Invite User]
をクリックします。

Step 5 以下のパラメータを指定します。

a) ユーザーの Cisco Spacesアカウントに関連付けられている電子メールアドレスを入力します。
b) ユーザーのアクセス権限に応じたロールを選択します。[Read Write User]（フルアクセス）または [Read

Only User]（読み取り専用アクセス）を選択できます。

Note
Space Experienceで使用可能なユーザーロールを表示するには、[ユーザー管理（User Management）]
ウィンドウの [ロール（Roles）]タブをクリックします。

c) すべての場所を表示するには、[場所の選択（Choose Locations）]をクリックします。Cisco Spacesで使用
可能な [場所の階層（Location Hierarchy）]の場所が表示されます。

Step 6 [Send Invitation]をクリックします。

Step 7 既存のユーザーを削除するには、[Users]テーブルで、目的のユーザーを選択して [Delete]をクリックしま
す。

[Users]テーブルが表示され、使用可能なユーザーと割り当てられたロールが一覧表示されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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